












































【正解と解説】

●問題Ⅳ-1
正解は④
スイッチを閉じた状態では極板間電圧が一定となり、引力は極板間距離の二乗に反比例す
る。スイッチを開いた状態では極板の蓄積電荷が一定に保たれるため、引力は極板間距離
に依存しない一定値となる。

●問題Ⅳ-2
正解は④
回転電界の式はファラデーの電磁誘導の法則、回転磁界の式はアンペールの法則に変位電
流を導入した式を表す。電束密度および磁束密度の発散に関する式は、それぞれ電界と磁
界に関するガウスの法則を表す。

●問題Ⅳ-3
正解は②
2本の直線電流が点Pに作る磁界の向きは互いに逆向きとなる。それぞれの磁界の大きさを
ビオ・サバールの法則から等しいとおいて方程式を解くと、距離aと間隔dの関係はa=d/2
となる。

●問題Ⅳ-4
正解は④
右側の電源の極性に注意して中央節点に節点方程式を適用する。中央節点の電位を求める
と3Vとなり、右側の3Ωの抵抗に加わる電圧は3Vと1.5Vの和で4.5Vとなるため、電流は
1.5Aとなる。

●問題Ⅳ-5
正解は①
重ね合わせの理を用いる。電流源のみの場合、回路の上下対称性から電圧源短絡路を通る
電流は互いに打ち消し合ってゼロとなる。電圧源のみの場合の電流は合成抵抗3.5Ωより
2Aとなり、全体の電流は2Aとなる。

●問題Ⅳ-6
正解は②
端子ab間を短絡したときに流れる短絡電流を分圧・分流則から求めると、電流源の電流I
が得られる。また電圧源を短絡して端子abから見た内部インピーダンスの逆数を計算する
と、コンダクタンスGが求まる。

●問題Ⅳ-7
正解は④
抵抗網の対称面に着目して等電位となる節点を特定し、ブリッジの平衡条件や星形デルタ
変換を適用して回路を簡約化する。各接続部分の合成抵抗を順次計算していくと、端子間
の合成抵抗は(7/8)Rとなる。

●問題Ⅳ-8
正解は④
スイッチ投入後のコンデンサ電圧の定常解は抵抗分圧で決まり、時定数はコンデンサから
見た合成並列抵抗と容量の積となる。初期値から定常解へと指数関数的に遷移する過渡応
答の一般解より導出される。

●問題Ⅳ-9
正解は②
RC直列放電回路において、コンデンサの電圧および電流が減衰する過渡現象の時定数は抵
抗と静電容量の積CRで表される。R/Cとする記述は次元が異なっており誤りとなる。

●問題Ⅳ-10
正解は④
インダクタの端子電圧v(t)と電流i(t)の関係式はv(t)=L di(t)/dtである。提示された式



は時間微分と物理量の関係が逆であり、コンデンサの電流電圧特性の式と混同しているた
め不適切となる。

●問題Ⅳ-11
正解は③
交流ブリッジの平衡条件式において、対角のアームのインピーダンスの積が等しくなる条
件を立てる。複素数として展開し実部と虚部をそれぞれ比較することで、未知のインダク
タンスと抵抗の値が求まる。

●問題Ⅳ-12
正解は④
水力発電の理論出力は9.8×流量×落差で計算される。毎秒あたりの流量を求め、損失10%
を考慮した発電効率90%を乗じて計算すると、得られる電力は約1470kWとなり約1500kWと
なる。

●問題Ⅳ-13
正解は④
ランキンサイクルはボイラ、蒸気タービン、復水器、給水ポンプで構成される。また熱力
学の法則より、いかなる可逆熱機関の効率も同温度範囲で動作するカルノーサイクルの効
率を超えることはできない。

●問題Ⅳ-14
正解は②
三相誘導電動機のトルクが最大となるのは、すべりが最大トルク発生すべり（通常0.1か
ら0.3程度）に一致するときである。すべりが1となる始動時にトルクが最大になるとする
記述は不適切となる。

●問題Ⅳ-15
正解は②
各負荷の有効電力から遅れ無効電力をそれぞれ算出し、全体の有効電力の和800kWと無効
電力の和約576kvarを求める。皮相電力を合成して有効電力を皮相電力で割ることで、総
合力率は約0.81となる。

●問題Ⅳ-16
正解は③
電力用の大容量変圧器では、絶縁耐力と冷却性能に優れる絶縁油を用いた油入変圧器が古
くから現在に至るまで極めて広く採用されている。ほとんど用いられないとする記述は実
態と異なり不適切となる。

●問題Ⅳ-17
正解は③
光トリガサイリスタは光パルス信号によってターンオンできるが、通常のサイリスタと同
様に自己消弧能力は持たない。光信号によりターンオフも可能とする記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-18
正解は①
三相サイリスタ整流回路の正極出力電位は、導通している相の相電圧に一致する。制御角
60度では線間電圧の位相に連動して相電圧の瞬時値波形が60度遅れて現れ、選択肢1の波
形となる。

●問題Ⅳ-19
正解は③
一次遅れ要素のステップ応答の出力式は最終値と1-e^(-t/T)の積となる。時定数t=3にお
ける応答値は最終値の約63.2%に達することから、正しい組み合わせは選択肢3となる。

●問題Ⅳ-20
正解は②
周波数が十分に低い直流極限では、PI制御器の積分動作により一巡ゲインが無限大に近づ



く。負帰還系の閉ループ伝達関数の直流ゲインは1となり、デシベル表示すると
20log1=0dBとなる。

●問題Ⅳ-21
正解は④
ダイオードの電圧電流特性の直線式と、電源および抵抗からなる負荷線の式を連立させて
動作点を求める。両者の交点を計算すると動作電流は40μAとなる。

●問題Ⅳ-22
正解は①
反転入力側と非反転入力側の分圧比が等しい差動増幅回路である。仮想接地を適用して重
ね合わせの理から出力電圧を求めると、入力電圧の極性を考慮して-(R2/R1)Vinとなる。

●問題Ⅳ-23
正解は⑤
カルノー図を用いて論理和の否定項を展開し、最小項を整理して簡単化する。ド・モルガ
ンの定理を適用して否定演算を整理すると、Yの否定と(X+Zの否定)の論理積の式が得られ
る。

●問題Ⅳ-24
正解は①
全加算器のキャリー出力論理式において、桁上げ信号を生成するためには各入力間の論理
積が必要となる。図のブロックは入力同士のAND論理を担っているため、ANDゲートが適切
となる。

●問題Ⅳ-25
正解は⑤
瞬時復号可能であるための必要十分条件は、どの符号語も他の符号語の接頭語になってい
ない接頭辞条件を満たすことである。この条件をすべての符号語について満たしているの
は符号Cと符号Dとなる。

●問題Ⅳ-26
正解は①
信号の連続性とスペクトルの周期性、および信号の周期性とスペクトルの連続性は互いに
双対の関係にある。連続時間信号は非周期、離散時間は周期、非周期信号は連続、周期信
号は離散スペクトルとなる。

●問題Ⅳ-27
正解は①
離散フーリエ変換の定義式に非ゼロ成分の値を代入し、各周波数成分kについてオイラー
の公式を用いて複素指数関数を展開する。計算された各成分を並べると選択肢1の数列と
なる。

●問題Ⅳ-28
正解は③
z変換の線形性より信号の定数倍は変換結果の定数倍となる。また、時間推移定理により
時間領域でのLサンプルの遅れはz領域においてzのマイナスL乗を乗じる変換に対応する。

●問題Ⅳ-29
正解は④
TCPは通信開始前に3方向ハンドシェイクを行いコネクションを確立する信頼性の高いコネ
クション型プロトコルである。コネクションレス型とする記述は誤りとなる。

●問題Ⅳ-30
正解は③
線形量子化では量子化間隔が一定であるため量子化雑音電力はほぼ一定値をとる。したが
って信号電力が小さくなるほど信号対量子化雑音比は低下するため、大きくなるとする記
述は誤りとなる。



●問題Ⅳ-31
正解は⑤
多値変調方式では多値数が増加するほど信号点間のユークリッド距離が狭まり誤りやすく
なる。同一送信電力下では16QAMの誤り率が最も大きく、BPSKが最も小さいため記述は誤
りとなる。

●問題Ⅳ-32
正解は②
nMOSはp形基板上にn形ソース・ドレイン領域を持ち、反転層に多数キャリアである電子が
誘起される。正のドレイン電圧により電子がソースからドレインへ移動することで電流が
流れる。

●問題Ⅳ-33
正解は⑤
プルアップ側のpMOSネットワークはXがロー、またはYとZが共にローのとき導通する。こ
れより出力がハイレベルとなる論理関数はXの否定と、Yの否定およびZの否定の積との論
理和となる。

●問題Ⅳ-34
正解は④
電気設備に関する技術基準を定める省令の規定に基づき、電路の過電流による過熱焼損か
ら電線や器具を保護し火災を防止するために、適切な箇所へ過電流遮断器の設置が義務付
けられている。

●問題Ⅳ-35
正解は①
水力発電機は水車の回転数に合わせた低速大トルク設計となるため、多数の磁極を持つ回
転界磁形同期発電機が用いられる。火力用と比べて極数が多く回転速度が低い構造とな
る。


